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本邦証券会社の海外展開の歴史（背景）
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(円､百億円､対数目盛)

70 サムライ債第一号

バブル崩壊 ITバブル崩壊

68 GNP世界第2位

64 東京オリンピック

岩戸景気

日経平均

名目GDP
(2ヶ月換算､A )

A×４

A×２

いざなみ景気

いざなぎ景気

61 日本企業初のＡＤＲ発行
　　日本企業初の外債発行

71 アジアダラー債第一号

77 ユーロ円債第一号

対日株式投資急増
公募増資ブーム

67 資本自由化基本方針決定

対日投資活発化

73 東証「外国株市場」開設 91 東証外国会社数 127 社

日経平均と名目GDPのトレンド

89 ベルリンの壁崩壊79 第2次石油危機

80 内外証券投資完全自由化

71 ニクソンショック

73 第1次石油危機

07 サブプライム問題97 アジア通貨危機

欧州ユーロ導入

98 ロシア通貨危機

95 阪神・淡路大震災

10 GDP世界第3位

08　リーマン・ショック

75 米国証券手数料自由化

82 日本企業初のワラント債発行

86 英国金融ビッグ・バン

01 エンロン破綻
     同時多発テロ

99 米国GLB法成立

日本版金融ビッグ・バン

07 金融商品取引法施行

87 ブラックマンデー

92 英国ポンド危機

中南米累積債務危機

欧州ソブリン危機
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本邦・外資系の事業面における相違

投資銀行業務においてディールを獲得する為の主たる３要素

ソリューション提供力

顧客基盤・販売力

トラックレコード、信用、プレゼンス

投資銀行業務においてディールを獲得する為の主たる３要素

ソリューション提供力

顧客基盤・販売力

トラックレコード、信用、プレゼンス

高度化・複雑化する顧客ニーズへの対応

「引受⇒販売」という伝統的証券ビジネスフローか

らの転換

事業ポートフォリオ構成の違い

高度化・複雑化する顧客ニーズへの対応

「引受⇒販売」という伝統的証券ビジネスフローか

らの転換

事業ポートフォリオ構成の違い

ソリューション提供力ソリューション提供力

グローバルな収益基盤の拡大

グローバルネットワークの構築

日本の証券市場の低迷

グローバルな収益基盤の拡大

グローバルネットワークの構築

日本の証券市場の低迷

顧客基盤・販売力顧客基盤・販売力

現地市場におけるプレゼンスの拡大

実績が新たな実績の為の重要ツール

オーガニックグロースからの転換

現地市場におけるプレゼンスの拡大

実績が新たな実績の為の重要ツール

オーガニックグロースからの転換

トラックレコード、信用、プレゼンストラックレコード、信用、プレゼンス

ディール獲得の結果としてディール獲得の結果として

更なる顧客基盤の
拡大へと繋がるプ
ラスの循環
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相違の背景となってきた課題

収益の源泉を「人材」に大きく依存する証券ビジネスにおいては、事業面の相違を埋める優秀

な社員の獲得・維持に向けた組織・人事面等（マネジメント手法・ガバナンス）における課題が

ある

収益の源泉を「人材」に大きく依存する証券ビジネスにおいては、事業面の相違を埋める優秀

な社員の獲得・維持に向けた組織・人事面等（マネジメント手法・ガバナンス）における課題が

ある

コミュニケーションの壁コミュニケーションの壁

言語の壁

ビジネスカルチャーの壁

言語の壁

ビジネスカルチャーの壁

人事制度の相違人事制度の相違

報酬制度の相違

人材育成手法の相違

報酬制度の相違

人材育成手法の相違

権限委譲とリスクマネジメント権限委譲とリスクマネジメント

現地ビジネスへの権限委譲に対する考え方

複雑化するリスクへの対応

現地ビジネスへの権限委譲に対する考え方

複雑化するリスクへの対応
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（ご参考） ～アジアを「マザー・マーケット」に～

Japan ＋ Asia Japan ＋ Asia 

Asia including JapanAsia including JapanAsia including Japan

アジアの成長機会への投資を通じた日本のアジア化をサポート

大和証券
キャピタル・マーケッツ

大和証券
大和企業投資

大和PI
大和証券SMBCPI

大和投信
大和住銀

大和証券グループ ＝ アジアを代表する証券グループ大和証券グループ大和証券グループ ＝＝ アジアを代表する証券グループアジアを代表する証券グループ
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～アジアにおける当社の歩み～

東京

香港
設立：1970年12月

ムンバイ
設立：2006年2月

シンガポール
設立：1972年6月

バンコク
設立：2006年1月

台北
設立：1993年7月

ソウル
設立：1982年12月

北京
設立：1983年9月

上海
（海際大和証券）

設立：1986年8月

ハノイ
設立：2007年10月

マニラ
設立：1995年3月

世界初のアジアダラー債（DBS銀行債）の主幹事を務め、シンガ

ポールのオフショア市場にアジアダラー債市場を創設（1971）

世界初のアジア開発銀行（ADB）が発行したユーロ円債の

主幹事（1978）

伊藤忠の香港法人によるアジアダラーCP第1号の幹事(1980）

アジア金融投資会社（AFIC）の設立に参画、初代社長を派遣

（1989）

マレーシアの電力会社テナガナショナルの民営化にあたり海外

主幹事を獲得

ADB円建て債300億円（通称ドラゴン円債）の主幹事（1993）

アジア企業の東証上場第1号―マレーシアのYTLグループの

上場主幹事 （1996）

フィリピンのオフショア市場の育成、フィリピン開発銀行のフィリピ

ン・オフショア円債発行主幹事獲得（1997）

韓国・東洋生命の現地IPOで共同主幹事を務める（2009）

上海康耐特光学の IPOで中国・深セン取引所上場主幹事を

日系では初めて務める（2010）

SinoComの香港上場主幹事獲得、また中国・香港・台湾・シンガ

ポールなど多数の金融機関や企業の IPO/PO案件において

POWL主幹事を務める。2004年： 平安保険、2005年：交通銀行、

中国建設銀行、上海電気、2006年： 中国工商銀行、中国銀行、

招商銀行、2010年：中国農業銀行、ＡＩＡグループ、ハチソン・

ポート・ホールディングズ
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海外拠点の資本増強海外拠点の資本増強海外拠点の資本増強人員体制強化人員体制強化人員体制強化

現地有力者のアドバイザーへの招聘現地有力者のアドバイザーへの招聘現地有力者のアドバイザーへの招聘

現地有力者を各拠点の共同会長/顧問に招聘 アジアにおける経営・営業展開に関する助言および支援現地有力者を各拠点の共同会長/顧問に招聘 アジアにおける経営・営業展開に関する助言および支援

グローバル・インベストメント・バンキング部門Ｃｏ-ヘッドが香港に駐在

アジア拠点を統括するハブ機能の構築

グローバル・インベストメント・バンキング部門Ｃｏ-ヘッドが香港に駐在

アジア拠点を統括するハブ機能の構築

アジアビジネス強化に向けて、香港現地法人を「第2本社」化アジアビジネス強化に向けて、香港現地法人を「第アジアビジネス強化に向けて、香港現地法人を「第22本社」化本社」化

アジア拠点人員アジア拠点人員

2009年
9月

2010年
3月

2011年
3月

640人
690人

1,100人

海外拠点の資本海外拠点の資本

2009年
9月

2010年
3月

2011年
3月

1,200

億円

1,300

億円

2,400

億円

GM部門GM部門

GIB部門GIB部門

アジア株・デリバティブ
ビジネス分野で
約300名増強

引受およびM&Aビジネ

ス分野で

約100名増強

(※)GM部門：Global Markets 部門の略、GIB部門：Global Investment Banking 部門の略

ビジネス拡大および
現地規制対応のため、
香港・ソウル・インド・
ロンドン等の海外拠点
において 1,000億円
規模の資本増強

Ashok Jah氏 インド現法シニア・アドバイザー

インド財務次官、アジア開発銀行・世界銀行インド総務代理

現代自動車インド現地法人社長 等を歴任

Kim Chang-Lok氏 シニア・アドバイザー

韓国産業銀行総裁、金融監督院副院長、韓国国際金融セン

ター所長、韓国財政経済部管理官 等を歴任

～当社のアジア戦略～



7

0

100

200

300

400

500

600

0

100

200

300

400

500

600
香港（ワラント含む）

韓国

シンガポール

インド

～グローバル・マーケッツ部門～

シンガポール 374

香港 462

インド 220

韓国 176

KBCグループのアジア・

エクイティ・デリバティブ部門を買収

KBCグループのアジア・

エクイティ・デリバティブ部門を買収

株式市場売買代金シェア株式市場売買代金シェア リサーチ部門の拡充リサーチ部門の拡充

KBC買収後、香港の売買代金シェア（ワラント含む）は４倍水準へ

他のアジア各国市場においても売買代金シェアは順調に上昇

KBC買収後、香港の売買代金シェア（ワラント含む）は４倍水準へ

他のアジア各国市場においても売買代金シェアは順調に上昇

2009 2010 2011

2009年10月のシェアを100とした場合の指数

アジア企業リサーチカバレッジアジア企業リサーチカバレッジ

2009年
9月

2010年
3月

2011年
3月

290社
350社

500社

アジアリサーチアナリストの拡充アジアリサーチアナリストの拡充

2009年
9月

2010年
3月

2011年
3月

40名 40名

70名
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～グローバル・インベストメント・バンキング部門～

IB部門においても体制整備が進んだことによりマンデート保有件数は着実に増加

アジア・日本・米国・欧州のバンカーが密接に連携して、クロスボーダーのソリューションを提供

IB部門においても体制整備が進んだことによりマンデート保有件数は着実に増加

アジア・日本・米国・欧州のバンカーが密接に連携して、クロスボーダーのソリューションを提供

IBIB実績実績

エルピーダメモリ

台湾預託証券（ＴＤＲ）共同主幹事

日本企業初の台湾上場案件２月２月

ハチソン・ポート・ホールディングス・トラスト

ＰＯＷＬ共同事務幹事

シンガポール証券取引所における過

去最大のＩＰＯ案件のＰＯＷＬ

３月３月

ＳＢＩホールディングス

香港預託証券（ＨＤＲ）主幹事

日本企業初の香港上場案件

マレーシア大手医薬品メーカーHoepharma

Holdings Sdn. Bhd.の大正製薬への売却

（売手側アドバイザー）

４月４月

2011年の主な実績2011年の主な実績

San Francisco

Chicago

Frankfurt 

Shanghai

Beijing

Singapore

Taipei

Bangkok

大和証券キャピタル・マーケッツの国内IB拠点

Daiwa Corporate Advisory Partners の拠点

大和証券キャピタル・マーケッツの海外IB拠点

Sagent Advisorsの拠点

Paris
Lyon Tokyo

Madrid
Barcelona

London
Manchester

New York
Charlotte 

Seoul 

Hong Kong

Warsaw 

Hanoi 
Mumbai 

Melbourne 

Daiwa Corporate
Advisory Partners

Daiwa SSC (海際大和証券有限責任公司)は出資比率1/3のグループ会社

当社アジア拠点

約140名

アジアアジアアジア

海外人員数海外人員数

当社欧州拠点

約20名

Daiwa Coporate

Advisory Partners

約200名

欧州欧州欧州

当社NY拠点

約10名

Sagent Advisors

約100名

米国米国米国

(※)2011年3月末現在
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